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（5月末）平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年

266

384

432
423 465

6,292 
6,324 

6,356 6,391 

6,485 

424

333

400
388

371

組織数
加入数
脱退数

×
×
×
×

○
○ 

○
○ 

殿

63円

市南・浦上西・大村・島原
佐世保東・五島分会 目標達成

昨
年
の
組
織
拡
大
は
、
四
〇

〇
名
の
拡
大
目
標
に
対
し
て
四

六
五
名
の
新
規
加
入
者
が
あ
り
、

組
織
拡
大
目
標
を
無
事
達
成
。

脱
退
者
は
三
七
一
名
と
な
り
ま

し
た
が
、
一
年
間
で
九
四
名
の

純
増
と
な
り
ま
し
た
。

組
織
拡
大
目
標
・
組
織
純
増

共
に
四
年
連
続
の
達
成
と
な
り

ま
す
。
今
年
は
更
に
勢
い
を
つ

け
、
五
年
連
続
の
拡
大
目
標
達

成
・
純
増
を
目
指
し
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

当
面
は
前
期
拡
大
目
標
（
六

月
〜
十
一
月
）
二
〇
〇
名
の
達

成
に
向
け
、
こ
れ
か
ら
各
支
部

で
拡
大
行
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

九
月
末
時
点
で
の
新
加
入
者

数
は
一
五
五
名
と
な
り
、
八
月

で
島
原
支
部
と
佐
世
保
東
支
部
、

九
月
に
は
市
南
支
部
、
浦
上
西

支
部
、
大
村
支
部
、
五
島
分
会

が
早
く
も
前
期
拡
大
目
標
を
達

成
。
そ
の
他
の
支
部
で
も
期
間

内
で
の
目
標
達
成
に
向
け
て
、

支
部
役
員
を
中
心
と
し
て
拡
大

行
動
の
取
組
み
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

建
設
長
崎
に
は
、
月
額
保
険

料
が
定
額
で
給
付
も
手
厚
い
長

建
国
保
や
、
も
し
も
の
時
の
助

け
に
な
る
福
祉
共
済
制
度
、
仕

事
で
必
要
と
な
る
労
災
保
険
や

雇
用
保
険
の
手
続
き
を
委
託
で

き
る
等
、
建
設
業
を
営
む
方
が

加
入
す
る
上
で
の
メ
リ
ッ
ト
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

現
場
に
お
け
る
未
加
入
者
へ

の
お
声
掛
け
や
、
ふ
れ
あ
い
訪

問
行
動
の
展
開
な
ど
、
組
合
員

皆
様
で
の
拡
大
行
動
の
ご
協
力

を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

佐
世
保
中
央
支
部
で
は
十
月

二
日
に
、
組
織
拡
大
通
年
運
動

を
実
施
。
近
年
は
建
設
現
場
訪

問
行
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
が
、
今
年
は
福
石
分
会
・
大

和
分
会
組
合
員
宅
に
重
点
を
置

き
、
夜
間
の
ふ
れ
あ
い
訪
問
行

動
を
行
い
ま
し
た
。

訪
問
先
で
は
、
最
近
の
現
場

や
業
界
の
状
況
な
ど
の
雑
談
を

交
え
な
が
ら
、
現
場
や
身
の
回

り
の
未
加
入
者
の
情
報
集
約
の

お
願
い
や
、
病
気
予
防
の
た
め

の
特
定
健
診
の
受
診
を
す
す
め

る
な
ど
、
様
々
な
情
報
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

組
織
の
拡
大
と
合
わ
せ
、
組

合
の
メ
リ
ッ
ト
を
再
認
識
し
て

頂
く
有
意
義
な
活
動
が
出
来
た

と
思
い
ま
す
。

ハ
ガ
キ
要
請
行
動
に
ご
協
力
を

令
和
二
年
度
国
保
組
合
予
算

確
保
に
向
け
た
ハ
ガ
キ
要
請
行

動
を
、
九
月
末
か
ら
約
一
ヶ
月

半
か
け
て
行
い
ま
す
。
要
請
先

は
厚
生
労
働
省
・
財
務
省
で
す
。

組
合
員
、
家
族
一
人
一
人
の
声

を
直
接
訴
え
る
絶
好
の
機
会
で

す
。
建
設
国
保
へ
の
補
助
金
の

現
行
水
準
の
確
保
に
向
け
て
取

り
組
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
今
年
度
の
夏
の
取
り

組
み
で
は
一
万
六
千
二
百
九
十

枚
を
集
約
す
る
こ
と
が
で
き
、

そ
の
結
果
、
来
年
度
の
国
保
組

合
関
係
予
算
の
概
算
要
求
額
は

総
額
で
二
千
八
百
三
十
六
億
七

千
万
円
と
な
り
、
現
行
補
助
水

準
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

国
保
組
合
制
度
を
守
る
為
に
、

私
た
ち
建
設
労
働
者
に
は
建
設

国
保
が
欠
か
せ
な
い
存
在
だ
と

訴
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ハ
ガ
キ
要
請
行
動
へ
の
ご
協

力
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

全
建
総
連

「
第
三
十
五

回
全
国
青
年

技
能
競
技
大

会
」
が
九
月

二
十
一
日
か

ら
二
十
三
日

に
か
け
て
、

石
川
県
金
沢

市
「
石
川
県

産
業
展
示

館
」
に
て
三

十
八
県
連
・

選
手
八
十
人

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
日
目

が
開
会
式
と
課
題
説
明
。
二
日

目
に
六
時
間
の
競
技
が
開
催
さ

れ
、
三
日
目
に
成
績
発
表
と
作

品
展
示
、
閉
会
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

建
設
長
崎
か
ら
は
佐
世
保
中

央
支
部
の
瀬
尾
友
謙
さ
ん
、
北

松
支
部
の
山
下
政
樹
さ
ん
の
二

名
が
出
場
し
ま
し
た
が
、
惜
し

く
も
入
賞
を
逃
し
ま
し
た
。
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労働安全推進大会開催のお知らせ
（長崎地区・県央地区）
時日 令和元年11月7日㈭
午後7時開会

所場 セントヒル長崎
記念講演・各種表彰を行います

前
期
拡
大
目
標
達
成
に
向
け
て

未
加
入
者
へ
声
掛
け
の
ご
協
力
を
！
現在加入者数

155名
（元年9月現在）
皆様からのお一人でも
多くの仲間の紹介をお
願いします。

【元年度の前期拡大目標と達成数】
前期目標残

2
8

達成±0
9

達成±0
4
5
2

達成±0
達成＋4
5

達成＋3
5
6
6

達成±0
45

6月～9月
の加入者
10
2
10
5
17
6
11
18
13
19
9
18
6
6
2
3
155

前期目標

12
10
10
14
17
10
16
20
13
15
14
15
11
12
8
3
200

支部名

中 央
大 浦
市 南
東 長 崎
浦 上 西
浦 上 東
西 彼
諫 早
大 村
島 原
佐世保中央
佐 世 保 東
佐 世 保 北
北 松
平 戸
五 島
合 計

全建総連

第35回全国青年技能競技大会
38県連から80名��

石川県金沢市
―産業展示館―

�
�

長崎から瀬尾さん・山下さん出場

10

過去5年の組織数増減

▶
瀬
尾

友
謙
さ
ん

（
佐
世
保
中
央
支
部
）

▶
山
下

政
樹
さ
ん

（
北
松
支
部
）

▲拡大に繋がるよう、訪問前に打ち合わせを行う

令和2年度
国保予算確保
に向けて

佐世保中央ふれあい訪問実施

毎月1回15日発行 2019年（令和元年）10月15日発行建 設 長 崎第652号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）1�



CCUS
U P

注文住宅
の新築

リフォーム
の住宅

最大30万ポイント最大35万ポイント

新築分譲住宅
の購入

60万ポイント 45万ポイント

既存住宅の購入+リフォーム リフォーム

既存住宅の
購入 +リフォーム リフォーム

分
譲

事
業
者

建築主等
（申請者）

工
事

施
工
者

交
換
商
品

事
業
者

事
務
局

※

２
①新築分譲住宅の

購入
⑥交換商品の提供

④ポイントの
商品交換申込

⑤
交
換
商
品
の
提
供
依
頼

③ポイント発行

②ポイント発行申請※1

①注文住宅の
新築、リフォーム

CCUS
U P

1戸当たり上限35万ポイント発行ポイント数：A+B+Cの合計

1戸当たり上限30万ポイント発行ポイント数

技
能
者
一
人
ひ
と
り
の
「
技
能
」
と
「
経
験
」
を
し
っ
か
り
と
「
認
め
」「
育
て
る
」
仕
組
み
と
し
て
、
今
年
四
月
か
ら
本
運
用
を
開
始
し
た
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ

ス
テ
ム
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）
で
す
が
、
九
月
末
現
在
全
国
で
技
能
者
登
録
が
一
一
、
六
万
人
、
事
業
所
登
録
が
二
、
二
万
社
を
超
え
て
い
ま
す
。（
長
崎
県：

技
能
者
登
録
数
一

〇
三
七
人
、
事
業
所
登
録
数
一
二
〇
社
）

ま
た
、
九
月
十
三
日
に
開
催
さ
れ
た
国
土
交
通
省
の
中
央
建
設
業
審
議
会
に
お
い
て
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
技
能
者
能
力
評
価
が
経
営
事
項
審
査

の
審
査
基
準
に
導
入
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
。
既
に
一
部
の
地
域
で
は
加
点
評
価
の
導
入
を
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
、
更
に
は
建
退
共
と
の
連
携
も
始
ま
る
な
ど
そ
の
重
要

性
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

建
設
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）
は
技

能
労
働
者
の
就
業
履

歴
と
と
も
に
、
資
格

取
得
な
ど
技
能
研
鑽

の
記
録
や
社
会
保
険

加
入
状
況
を
シ
ス
テ

ム
に
記
録
し
適
切
に

評
価
す
る
こ
と
に
よ

り
処
遇
改
善
に
結
び

付
け
る
こ
と
。
さ
ら

に
は
人
材
育
成
に
努
め
、
優
秀

な
技
能
者
を
か
か
え
る
専
門
工

事
業
者
の
施
工
能
力
を
見
え
る

よ
う
に
す
る
こ
と
。
ま
た
本
シ

ス
テ
ム
が
人
材
育
成
に
係
る
横

断
的
な
仕
組
み
と
な
る
こ
と
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。

一
般
財
団
法
人
建
設
業
振
興

基
金
で
は
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
シ
ス
テ
ム
の
普
及
を
図
る
た

め
全
国
で
説
明
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

次世代住宅ポイントとは？
住宅を購入される方や、リフォームをする方を支援するための補助金制

度が『次世代住宅ポイント』です。消費税が10％になった後に住宅を購入
すると最大35万円、リフォームすると最大で30万円相当（特例利用で45～
60万ポイント）のポイントがもらえるとてもお得な制度です。

次世代住宅ポイントをもらうには？
環境に配慮した住宅、高齢者対応した住宅、子育て支援や働き方改革などに繋がる

新築やリフォームを対象としてポイントが発行され、そのポイントでさまざまな商品
と交換することができます。
対象世帯は次世代住宅ポイント上限引き上げに！
さらに「若者・子育て世帯」に該当すると、既存住宅の購入＋リフォームする場合は60万ポイント、リフォームを行う場
合は45万ポイントが上限となります。
若者・子育て世代とは…若者世代（40歳未満の世帯）

子育て世帯（18歳未満の子を有する世帯）
新築
◎地震に強い住宅やエコ住宅など（A：標準ポイント）
◎省エネに優れた住宅など（B：優良ポイント）
◎食洗器や浴室乾燥機など（C：オプションポイント）が対象になります。
A、B、Cそれぞれにポイント数が決められており、1戸あたりの上限はA+B+Cの合計が35万ポイントとなっています。

※1戸あたり2万ポイント未満の場合はポイント発行申請ができないのでご注意ください。
リフォーム
屋根や床を断熱修正したり、太陽熱利用システムや節水型トイレをつけたいわゆるエコ住宅設備の設置工事、耐震改修に
リフォーム、家事の負担を軽減する設備をつけたリフォームなど。
また、若者・子育て世帯の方は、既存住宅の購入にともなう100万円以上のリフォーム、インスペクションの実地やリフォー

か し
ム瑕疵保険もポイント対象になります。

※1戸あたり2万ポイント未満の場合はポイント発行申請ができないのでご注意ください。

次世代ポイントと交換するには？
交換できる商品および交換方法は準備が整い次第ホームページ上で公表します。
国土交通省 次世代住宅ポイント https://www.jisedai-points.jp

次世代ポイント制度の流れ
戸別申請で標準的な場合のポイントの申請や発行までの
大まかな流れ
※1ポイント発行申請は、原則、対象住宅の所有者とな
る方等が行うが、工事施工者や分譲事業者が代理で行
うこと（代理申請）も可能。なお、代理申請を行う場
合でも、ポイントは申請者へ発行。

※2分譲事業者による分譲住宅（販売開始前）のポイン
ト予約については

https://www.jisedai-points.jp/builder/reservation/

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）

の
運
用
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

〇社会保険加入状況等の確認の効率化
・現場に入場する技
能者ひとりひとり
について、社会保
険の加入状況等の
確認が効率化

〇書類作成の簡素化・合理化
・施工体制台帳や作業員
名簿の作成の手間やミ
スを削減

〇建退共関係事務の効率化
・技能者に証紙を交付する
際の事務作業が軽減（現
在は手作業で必要書面を
作成している）

※建退共において、証紙に替えて電子的に就労実績を把握する方
式の導入について検討が進められている

現場管理の効率化

〇経験や技能に応じた処
遇の実現
・システムに蓄積される情報を活
用し、技能者レベルに応じた
キャリアアップカードの色分け

※当面は、登録基幹技能者に対し、ゴー
ルドカードを交付

技能者の処遇改善
〇技能や経験の簡易で客観的
な蓄積
・キャリアアップカードをカードリー
ダーにかざすだけで自動的に蓄積
・どこの現場であっても共通のルール
で蓄積
・情報は電子的に蓄積

〇建退共証紙の確実な貼付
・システムに蓄積された就業履歴を活
用し、建退共手帳への証紙の貼付状
況の確認が容易に

〇技能や経験の確認や証
明の簡易化
・取得した資格やこれまでの経歴
を簡易に確認、更なるスキル
アップを促進
・自身の経歴などを簡易に証明

講習会開催のご案内
①フルハーネス型安全帯使用に関する特別教育

受 講 料
8，000円

（組合員には2，000円
の補助あり）

会 場

建設長崎本部
（長崎市城山町17‐58）

日 程
令和元年11月24日㈰

午前9時00分～午後4時00分
（受付開始：午前8時30分より）

地 区

長崎地区

【受験資格】満18歳以上で、現場等でフルハーネス安全帯の使用が求められ
るもの、また、今後フルハーネス安全帯を使用するもの。

【申込方法】支部にて随時受付。①受講申請書（実務経験欄の証明が必要）
②証明写真2枚（縦3．0㎝×横2．4㎝）、③運転免許証など本人
確認ができる証明書の写、④受講料を持参し、各支部事務所に
提出。

【定 員】20名～25名程度
【申込期限】令和元年11月18日㈪

※定員になり次第、締め切ります。早めの申込みをお願いします。

②足場の組立て等作業主任者講習会
受 講 料
8，000円

（組合員には2，000円
の補助あり）

会 場

建設長崎本部
（長崎市城山町17‐58）

日 程
令和元年12月14日㈯～15日㈰
午前9時00分～午後5時00分
（受付開始：午前8時30分より）

地 区

長崎地区

【受験資格】満21歳以上で、足場作業に3年以上従事した経験を有する者
【申込方法】支部にて随時受付。①受講申請書（実務経験欄の証明が必要）

②証明写真2枚（縦3．0㎝×横2．4㎝）、③運転免許証など本人
確認ができる証明書の写、④受講料を持参し、各支部事務所に
提出。

【定 員】受講者が15名未満の場合は中止する場合がございます。
【申込期限】令和元年12月6日㈮
【そ の 他】足場作業の実務経験の要件は『3年以上』となっていますが、

今後は『足場の組立て等特別教育を受講後、3年以上』になっ
てくることが予想されます。特別教育を受講されていない方は
早いうちにご受講頂きますようお願いいたします。

※注意！
『個人事業主や一人親方の実務経験の証明について』
個人事業主や一人親方層の実務経験の証明については、自己証明の場合第
三者の証明が2名分必要になります。

建設キャリアアップシステム説明会（長崎会場）
日 時 2019年11月18日㈪ 13：15～16：15
会 場 長崎県建設総合会館 大会議室

（長崎市魚の町3‐33）
受 付 先着順（受付中）

下記URLより申込
費 用 無 料
ＵＲＬ http://www.nkkcu.jp/access.html

次世代住宅ポイント制度

建設キャリアアップシステムのメリット

（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第652号 2�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2019年（令和元年）10月15日発行



秋の住宅フェア
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浦
上
東
支
部

〜
包
丁
も
町
も
き
れ
い
に
〜

九
月
二
十
九
日
㈰
、
浦
上
東

支
部
で
は
、
女
の
都
二
丁
目
公

民
館
で
住
宅
デ
ー
を
実
施
。

組
合
員
・
主
婦
会
十
八
名
の

方
に
参
加
協
力
を
頂
き
、
例
年

同
様
に
包
丁
研
ぎ
と
ま
な
板
削

り
の
奉
仕
活
動
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

朝
七
時
半
に
、
自
治
会
よ
り

放
送
で
案
内
し
た
そ
の
効
果
も

あ
っ
て
か
予
定
時
間
よ
り
早
く

か
ら
お
客
さ
ん
が
見
え
始
め
、

組
合
員
さ
ん
ら
は
一
本
一
本
丁

寧
に
研
ぎ
あ
げ
て
い
き
ま
し
た
。

出
来
上
が
り
を
持
ち
帰
る
際
に

は
、
皆
さ
ん
か
ら
「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
」「
き
れ
い

に
し
て
貰
っ
て
助
か
り
ま
し

た
」
と
感
謝
の
言
葉
を
頂
き
ま

し
た
。

数
日
前
よ
り
曇
天
続
き
で
天

気
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
何

と
か
昼
前
ま
で
持
ち
こ
た
え
て

く
れ
て
、
無
事
作
業
を
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

片
づ
け
後
に
は
公
民
館
内
に

移
動
し
、
活
動
結
果
の
報
告
を

行
い
、
参
加
者
全
員
で
お
弁
当

と
主
婦
会
の
方
か
ら
の
差
し
入

れ
の
漬
物
を
頂
い
た
後
、
解
散

と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
当
日
は
青
年
部
が
一

時
間
前
に
集
合
し
、
会
場
周
辺

の
清
掃
活
動
に
も
取
り
組
ん
で

頂
き
ま
し
た
。

浦
上
西
支
部

〜
刃
こ
ぼ
れ
も
仕
上
げ
る
技
能
力
〜

蒸
し
暑
い
九
月
最
後
の
日
曜

日
、
浦
上
西
支
部
で
は
組
合
本

部
駐
車
場
で
住
宅
デ
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
年
は
二
年
ぶ
り

の
開
催
と
い
う
こ
と
で
、
組
合

員
の
皆
さ
ん
も
朝
早
く
か
ら

早
々
と
準
備
に
取
り
掛
か
り
、

だ
い
ぶ
ん
余
裕
を
残
し
て
開
始

時
間
を
迎
え
る
事
が
で
き
ま
し

た
。
天
気
の
せ
い
か
、
開
始
直

後
は
客
足
も
余
り
よ
く
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
時
間
が
経
つ

に
連
れ
客
足
も
伸
び
て
、
終

わ
っ
て
み
れ
ば
包
丁
砥
ぎ
、
マ

ナ
板
削
り
と
も
に
例
年
並
み
の

集
客
と
な
り
ま
し
た
。
最
近
は
、

な
か
な
か
砥
げ
な
い
ス
テ
ン
レ

ス
製
の
包
丁
や
、
刃
こ
ぼ
れ
の

酷
い
包
丁
、
剪
定
ハ
サ
ミ
の
持

ち
込
み
が
有
る
な
ど
、
砥
ぎ
手

の
皆
さ
ん
も
随
分
苦
労
す
る
姿

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
無
下

に
断
わ
ら
ず
、
そ
れ
な
り
に
何

と
か
対
応
し
、
仕
上
げ
る
技
能

力
は
流
石
で
し
た
。
最
後
に
、

ご
多
忙
の
中
、
ご
協
力
頂
き
ま

し
た
皆
様
大
変
お
疲
れ
様
で
し

た
。

《
参
加
者
》
敬
称
略
・
順
不
同

田
崎

順
一

森

政
一

川
口

弘

田
川

和
博

田
中

秀
則

増
田

啓
治

藤
田

登

大
原

和
夫

田
島

浩
文

濱
﨑

豊
巳

佐
藤

正
知

中
尾

亮

材
木

賢
一

佐
藤

光
子

森

節
子

川
口

末
子

杉
山

廣
子

田
川

ヤ
エ

野
口
市
議

石
田
副
委
員
長

佐
藤
副
委
員
長

《
参
加
者
》
敬
称
略
・
順
不
同

佐
藤

昭
彦

下
川

孝
貴

平
出

壽
夫

山
形

信

前
田

三
男

山
口

好
行

前
川

友
一

山
崎

司

宮
崎

二
郎

山
下

健
二

松
本

初
男

大
谷

託
美

松
崎

拓
海

濱
口

信
夫

河
内
俊
之
輔

山
下

弘
記

山
形
マ
ス
子

栗
原
由
里
子

有
川
ヤ
ツ
子

溝
上

由
佳

松
村
美
代
子

田
上
委
員
長

石
田
副
委
員
長

西
平
書
記
長

東
長
崎
支
部

〜
三
年
ぶ
り
の
開
催
に
多
く
の
依
頼
〜

東
長
崎
支
部
で
は
、
九
月
二

十
九
日
㈰
に
上
戸
石
公
民
館
に

て
住
宅
デ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

去
年
、
一
昨
年
と
雨
天
が
続
い

た
為
、
実
に
三
年
ぶ
り
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

午
前
九
時
か
ら
受
付
予
定
で

し
た
が
二
十
分
前
に
は
多
く
の

包
丁
が
並
び
始
め
、
少
し
早
め

の
ス
タ
ー
ト
。

主
婦
会
の
方
が
受
け
取
っ
た

包
丁
に
番
号
を
振
っ
て
い
き
、

男
性
参
加
者
が
、
慣
れ
た
手
つ

き
で
研
磨
機
や
砥
石
を
使
い
包

丁
を
研
ぎ
上
げ
て
い
き
ま
す
。

久
し
ぶ
り
の
開
催
の
為
か
包
丁

研
ぎ
を
依
頼
さ
れ
る
方
も
多
く

の
包
丁
を
持
っ
て
こ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
片
刃
、
両
刃
で
研
ぎ

方
が
違
う
事
や
仕
上
げ
磨
き
の

事
な
ど
組
合
員
さ
ん
同
士
で
楽

し
く
会
話
し
な
が
ら
研
ぎ
上
げ

て
い
き
ま
す
。
終
わ
っ
た
も
の

は
丁
寧
に
袋
に
入
れ
依
頼
者
へ

お
渡
し
し
依
頼
者
も
参
加
者
も

笑
顔
の
中
、
時
間
内
に
包
丁
八

十
六
本
、
ま
な
板
四
枚
、
そ
の

他
刃
物
を
二
本
研
ぎ
上
げ
て
住

宅
デ
ー
は
十
二
時
頃
終
了
し
ま

し
た
。

大
浦
支
部

〜
長
蛇
の
列
に
大
忙
し
〜

九
月
十
五
日
㈰
晴
天
の
下
、

大
浦
支
部
で
は
、
長
崎
居
留
地

ま
つ
り
に
協
賛
し
た
住
宅
デ
ー

と
し
て
無
料
包
丁
研
ぎ
を
開
催
。

組
合
員
、
主
婦
会
合
わ
せ
て
十

九
名
が
参
加
。

会
場
の
オ
ラ
ン
ダ
坂
通
り
に

は
、
大
浦
支
部
の
テ
ン
ト
以
外

に
も
、
食
べ
物
を
は
じ
め
い
ろ

い
ろ
な
出
店
が
並
び
、
多
く
の

人
が
来
場
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
今
年
も

準
備
の
段
階
か
ら
数
名
の
方
が

「
何
時
か
ら
受
付
で
す
か
」
と

声
を
か
け
て
来
ら
れ
て
、
早
く

も
忙
し
く
な
り
そ
う
な
予
感
が

…
…
。

準
備
が
済
む
と
、
時
間
を
前

倒
し
し
て
受
付
を
開
始
。
い
つ

も
の
如
く
あ
っ
と
い
う
間
に
長

蛇
の
列
が
出
来
上
が
り
、
次
々

と
順
番
待
ち
の
包
丁
が
並
ん
で

い
き
、
研
ぎ
手
の
組
合
員
さ
ん

が
手
際
よ
く
一
本
一
本
丁
寧
に

研
ぎ
あ
げ
て
い
き
ま
す
。

例
年
に
違
わ
ず
大
忙
し
で
し

た
が
、
今
年
は
い
つ
も
よ
り
持

ち
込
ま
れ
る
包
丁
の
数
が
少
な

く
、
何
と
か
無
事
に
終
了
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

大
浦
支
部
で
は

包
丁
の
研
ぎ
手
が

少
し
ず
つ
減
少
し

て
き
て
い
る
問
題

が
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状

況
の
中
、
今
後
こ

れ
ま
で
同
様
に
住

宅
デ
ー
が
開
催
で

き
る
の
か
、
と
い

う
よ
う
な
意
見
も

あ
り
、
受
け
付
け

る
本
数
を
制
限
し

た
り
、
住
宅
デ
ー

の
取
り
組
み
内
容

自
体
の
検
討
な
ど
、
今
後
の
課
題
と
し
て

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
感
じ

ま
し
た
。

《
参
加
者
》
敬
称
略
・
順
不
同

里

澄
宏

尾
上

正
範

本
村
美
喜
男

本
田

勇

藤
本

稔
美

木
下
千
代
蔵

岩
永

和
範

鈴
木

弘
明

野
口

博
之

野
口

裕
二

池
本

雄
介

池
本

正
子

岩
永
ひ
と
み

東

由
美
子

池
本

聖
希

石
田
副
委
員
長

佐
藤
副
委
員
長

〜
正
午
ま
で
に八十

五
本
研
ぎ
あ
げ
る
〜

市
南
支
部
で
は
九
月
二
十
九

日
㈰
に
ジ
ョ
イ
フ
ル
サ
ン
江
川

店
前
広
場
に
て
住
宅
デ
ー
を
開

催
し
、
包
丁
研
ぎ
を
実
施
し
ま

し
た
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
雨
の
ぱ

ら
つ
く
中
で
の
作
業
と
な
り
ま

し
た
が
、

そ
こ
ま
で

ひ
ど
い
雨

に
は
な
ら

な
か
っ
た

事
に
ほ
っ

と
し
ま
し

た
。正

午
ま

で
の
作
業

で
し
た
が
、

こ
の
日
は

三
十
二
名

の
方
が
包
丁
を
持
っ
て
来
ら
れ
、

合
計
八
十
五
本
の
包
丁
を
研
ぎ

あ
げ
ま
し
た
。
早
朝
か
ら
の
積

み
込
み
、
会
場
設
営
、
ま
た
、

お
忙
し
い
中
に
も
関
わ
ら
ず
参

加
頂
き
ま
し
た
ス
タ
ッ
フ
の
皆

様
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

（
江
頭
）

《
参
加
者
》
敬
称
略
・
順
不
同

小
宮

清
治

小
泉

雄
義

中
島

善
明

山
﨑

昌
晴

山
本

秀
夫

山
下

俊
之

江
﨑

覚

荒
木

貞
徳

今
井

佳
信

山
本

義
晴

髙
平

増
男

松
本

富
安

桑
原

一

中
島

直
人

田
中

義
行

松
浦

良
二

酒
井

道
男

山
下
八
千
代

田
上
委
員
長

西
平
書
記
長

舩
津
顧
問

《
参
加
者
》
敬
称
略
・
順
不
同

北
村

五
男

平
山

正
則

鳥
田

時
治

宮
副

辰
則

寺
田

郁
実

工
藤

是
正

小
野

義
龍

田
上

義
高

安
達

三
次

竹
崎

初
雄

大
坊

隆
良

竹
市

幸
信

菅

実

方
山

栄
治

土
屋

俊

鳥
田

愛
子

松
本
の
ぶ
よ

北
村
す
み
子

菅

清
子

田
上
委
員
長

佐
藤
副
委
員
長

舩
津
顧
問

市
南
支
部

地域の皆さんへ
奉仕活動�

▲上戸石公民館

▲ジョイフルサン江川店

▲

オ
ラ
ン
ダ
坂
通
り

居
留
地
ま
つ
り
会
場

▲

女
の
都
二
丁
目
公
民
館
（
浦
上
東
）

▲

組
合
本
部
駐
車
場
（
浦
上
西
）

毎月1回15日発行 2019年（令和元年）10月15日発行建 設 長 崎第652号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）3�



支
部
だ
よ
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部
だ
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諫
早
支
部

旅
行
会
（
山
口
方
面
）

〜
名
所
を
回
り
大
満
足
の
一
泊
二
日
〜

台
風
が
西
に
逸
れ
て
真
夏
の

よ
う
な
暑
さ
に
戻
っ
た
九
月
八

日
㈰
、
諫
早
支
部
で
は
三
十
八

名
の
参
加
で
支
部
旅
行
を
開
催

し
ま
し
た
。
朝
八
時
、
例
年
通

り
に
大
量
の
お
酒
を
バ
ス
に
積

み
込
み
、
二
台
に
分
か
れ
て
出

発
。
そ
し
て
出
発
と
同
時
に
一

号
車
の
後
方
で
は
早
速
乾
杯
。

今
年
は
終
始
、
最
初
の
勢
い
を

保
ち
な
が
ら
賑
や
か
な

道
中
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
二
号
車
は
静
か

に
ゆ
っ
く
り
と
旅
情
を

楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し

た
。
さ
て
、
肝
心
の
行

き
先
で
す
が
、
今
回
は

湯
本
温
泉
「
大
谷
山

荘
」
で
の
宿
泊
を
メ
イ

ン
に
太
宰
府
天
満
宮
や

南
蔵
院
、
元
乃
隅
神
社
、

角
島
な
ど
を
見
学
。
宿

泊
先
の
大
谷
山
荘
は
前
評
判
通

り
の
良
い
ホ
テ
ル
で
皆
さ
ん
大

満
足
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、

太
宰
府
天
満
宮
で
は
外
国
人
観

光
客
の
多
さ
と
余
り
の
暑
さ
に

耐
え
き
れ
ず
参
道
の
見
学
も
そ

こ
そ
こ
に
参
拝
を
済
ま
せ
、
南

蔵
院
や
元
乃
隅
神
社
で
は
一
攫

千
金
の
大
願
成
就
に
向
け
て
汗

を
ぬ
ぐ
い
つ
つ
暑
さ
に
耐
え
て

の
見
学
と
な
り
ま
し
た
。
他
に

も
角
島
で
の
イ
ン
ス
タ
映
え
す

る
車
窓
や
、
カ
モ
ン
ワ
ー
フ
・

唐
戸
市
場
で
の
買
い
物
な
ど
、

充
実
し
た
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

（
中
村
太
司
）

佐
世
保
中
央
支
部

釣
り
大
会

〜
雨
天
を
は
ね
返
し
釣
果
を
競
う
〜

佐
世
保
中
央
支
部
で
は
、
九

月
八
日
に
釣
り
大
会
を
開
催
し
、
組
合
員
さ
ん
・
ご
家
族
を
含
め

二
十
九
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

佐
世
保
市
鹿
町

町
の
「
迎
パ
ー
ル

マ
リ
ン
」
に
早
朝

六
時
三
十
分
に
集

合
。
乗
船
の
準
備

を
し
て
い
る
間
は

土
砂
降
り
の
雨
で

皆
さ
ん
不
安
そ
う

な
顔
を
さ
れ
て
ま

し
た
。
雨
も
弱

ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、

漁
船
と
イ
カ
ダ
の

二
艘
に
分
か
れ
、

無
事
出
港
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

釣
り
場
ま
で
は
十
五
分
弱
で

到
着
し
、
竿
を
投
げ
入
れ
ら
れ

た
と
こ
ろ
、
す
ぐ
に
あ
た
り
が

あ
り
、
ア
ジ
が
釣
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
は
多
い
時
は
一
度

に
四
・
五
匹
釣
っ
て
い
る
方
も

お
ら
れ
、
忙
し
そ
う
に
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
天
候
も
回
復

し
晴
天
、
絶
好
の
釣
り
日
和
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
っ
と
い

う
間
に
お
昼
に
な
り
、
漁
船
と

イ
カ
ダ
を
つ
な
げ
て
昼
食
タ
イ

ム
。
午
前
中
の
釣
り
の
話
題
で

「
よ
か
サ
イ
ズ
の
ア
ジ
の
釣
れ

た
」「
イ
サ
キ
の
釣
れ
た
」「
大

漁
ば
い
」
な
ど
の
話
で
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。
肝
心
の
昼

食
は
海
上
で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
。

大
エ
ビ
や
お
肉
な
ど
を
焼
き
、

お
に
ぎ
り
な
ど
で
お
腹
が
満
た

さ
れ
、
ま
た
釣
っ
た
魚
を
捌
き

刺
身
で
食
べ
た
り
と
、
な
ん
と

も
贅
沢
な
昼
食
で
し
た
。

午
前
中
は
二
艘
と
も
近
く
で

釣
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
午
後

か
ら
は
別
々
の
場
所
に
各
船
頭

さ
ん
が
連
れ
て
行
っ
て
く
だ
さ

り
、
常
時
何
か
が
釣
れ
る
状
況

の
よ
う
で
し
た
。

陸
地
に
戻
っ
て
き
て
か
ら
の

集
合
写
真
は
、
朝
も
早
か
っ
た

り
日
焼
け
を
し
疲
れ
て
い
る
は

ず
な
の
に
、
皆
さ
ん
満
面
の
笑

み
で
満
足
感
が
伝
わ
っ
て
く
る

釣
り
大
会
で
し
た
。

（
松
浦
）

島
原
支
部

青
年
部
大
分
旅
行

〜
十
五
年
ぶ
り
の
開
催
で
親
睦
を
深
め
団
結
を
図
る
〜

九
月
二
十
九
日
㈰
〜
三
十
日

㈪
、
島
原
支
部
で
は
十
五
年
ぶ

り
と
な
る
青
年
部
旅
行
を
開
催

し
ま
し
た
。

早
朝
に
島
原
を
出
発
し
、
ま

ず
小
郡
市
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
通
称
か
え
る
寺
で
知

ら
れ
る
如
意
輪
寺
や
、
大
刀
洗

平
和
記
念
館
を
観
光
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
朝
倉
市
へ
向
か
い

二
年
前
の
豪
雨
災
害
か
ら
復
活

を
遂
げ
た
三
連
水
車
群
を
見
学
。

復
興
を
目
指
す
朝
倉
の
シ
ン
ボ

ル
と
な
っ
て
お
り
、
力
強
く
稼

働
し
て
お
り
ま
し
た
。

朝
倉
に
て
昼
食
を
終
え
、
次

の
目
的
地
で
あ
る
九
重
夢
大
吊

橋
へ
向
か
う
予
定
が
、
天
候
不

良
の
た
め
断
念
。
代
わ
り
に
湯

布
院
の
九
州
自
動
車
歴
史
館
を

訪
れ
、
歴
史
を
彩
る
数
々
の
名

車
を
見
学
し
ま
し
た
。

一
日
目
の
観
光
を
終
え
、
宿

泊
地
で
あ
る
別
府
に
向
か
い
ま

す
。
皆
さ
ん
お
疲
れ
の
ご
様
子

で
し
た
が
、
宴
会
が
始
ま
る
と

次
第
に
元
気
を
取
り
戻
し
、
大

盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

前
日
の
酔
い
を
残
し
な
が
ら

二
日
目
が
ス
タ
ー
ト
。
ま
ず
は

豊
後
高
田
市
の
昭
和
の
町
を
訪

れ
ま
し
た
。
レ
ト
ロ
な
風
景
を

楽
し
み
、
懐
か
し
の
駄
菓
子
や

玩
具
を
お
土
産
に
買
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

昭
和
の
町
を
後
に
し
、
八
幡

宮
の
総
本
社
で
あ
る
宇
佐
神
宮

へ
向
か
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
二

日
酔
い
の
中
、
強
い
日
差
し
と

本
殿
ま
で
の
道
の
り
が
辛
そ
う

で
し
た
が
、
九
州
随
一
の
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
に
て
無
事
に
参

拝
を
終
え
、
帰
路
に
就
き
ま
し

た
。な

か
な
か
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

合
わ
ず
少
人
数
で
の
旅
行
と
な

り
ま
し
た
が
、
青
年
部
員
の
団

結
を
図
る
良
い
機
会
に
な
っ
た

か
と
思
い
ま
す
。
二
日
間
お
疲

れ
様
で
し
た
。

大
村
支
部

主
婦
会
ぶ
ど
う
狩
り

〜
大
き
く
甘
い
ぶ
ど
う
を
収
穫
〜

九
月
二
十
日
の
主
婦
会
定
例

会
は
重
井
田
町
の
指
方
悟
さ
ん

宅
で
ぶ
ど
う
狩
り
の
体
験
を
行

い
ま
し
た
。
重
井
田
町
は
野
岳

湖
の
横
に
位
置
し
自
然
豊
か
な

裏
見
の
滝
で
も
有
名
、
美
味
し

い
湧
き
水
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

指
方
さ
ん
は
工
務
店
の
お
仕

事
の
傍
ら
趣
味
と
し
て
ご
夫
婦

で
ぶ
ど
う
・
柿
な
ど
栽
培
さ
れ

て
い
ま
す
。
趣
味
と
い
っ
て
も

直
売
所
に
出
荷
さ
れ
る
程
の
腕

前
で
す
。
当
日
は
お
昼
前
に
支

部
事
務
所
を
出
発
し
約
一
時
間

程
で
到
着
。
天
気
も
都
合
よ
く

雨
が
上
が
り
早
速
ぶ
ど
う
狩
り

で
す
。
思
い
思
い
に
品
定
め
を

し
「
こ
れ
は
大
き
い
・
こ
れ
は

重
た
い
�
」
な
ど
会
話
も
弾
み

な
が
ら
カ
ゴ
に
入
れ
、
山
積
み

に
な
っ
て
る
方
も
い
ま
し
た
。

お
昼
は
準
備
し
て
い
た
お
弁

当
に
、
ぜ
ん
ま
い
と
鯨
の
煮
物
、

茶
碗
蒸
し
・
デ
ザ
ー
ト
に
柿
と

ゆ
で
ぴ
ー
の
お
も
て
な
し
を
し

て
頂
き
ま
し
た
。（
鯨
以
外
は

自
家
栽
培
で
す
。）

時
期
的
に
収
穫
が
遅
か
っ
た

で
す
が
、
粒
は
大
き
く
甘
み
が

あ
り
お
い
し
く
頂
き
ま
し

た
。美

味
し
い
・
楽
し
い
・

感
謝
し
た
一
日
で
し
た
。

☆
ち
な
み
に
ぶ
ど
う
の
品

ふ
じ
み
の
り

た
い

種
は
藤
稔
・
柿
は
太

し
ゅ
う
秋
で
す
。

中
央
支
部

主
婦
会
饅
頭
づ
く
り

〜
今
年
も
美
味
し
く
賑
や
か
に
〜

ま
だ
ま
だ
残
暑
が
残
る
九
月

十
一
日
主
婦
会
八
名
の
参
加
で

饅
頭
づ
く
り
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。
朝
か
ら
晴
天
に
恵
ま
れ
九

時
に
集
合
し
早
速
作
業
に
か
か

り
ま
し
た
。
毎
年
恒
例
に
な
っ

て
い
る
の
で
皆
さ
ん
仕
事
の
段

取
り
が
わ
か
っ
て
い
て
あ
っ
と

い
う
間
に
準
備
が
整
い
ま
し
た
。

薄
力
粉
に
砂
糖
、
塩
、
卵
を
入

れ
、
さ
ら
に
酒
、
牛
乳
で
と
い

た
イ
ー
ス
ト
を
加
え
十
五
分
こ

ね
、
ラ
ッ
プ
を
し
て
お
い
と
き

ま
す
。
し
ば
ら
く
お
い
て
お
く

と
饅
頭
の
生
地
が
三
倍
く
ら
い

に
膨
ら
ん
で
き
ま
す
。
膨
ら
ん

だ
生
地
を
も
う
一
度
こ
ね
ガ
ス

を
出
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
あ
ん

こ
を
入
れ
饅
頭
を
ま
る
め
て
蒸

し
器
で
十
五
分
蒸
す
と
出
来
上

が
り
。
最
初
の
饅
頭
が
蒸
し
あ

が
り
ま
し
た
。
今
回
も
大
き
く

膨
ら
み
。
と
っ
て
も
お
い
し
い

饅
頭
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

作
業
の
手
を
休
め
ア
ツ
ア
ツ
の

饅
頭
を
み
ん
な
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。
お
い
し
い
、
お
い
し
い

と
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
い
た
だ

き
ま
し
た
。
一
段
落
し
た
と
こ

ろ
で
お
昼
を
す
る
こ
と
に
し
、

お
弁
当
を
お
い
し
く
頂
き
な
が

ら
色
々
な
世
間
話
に
花
を
咲
か

せ
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。
そ
の
後
後
片
付
け
を
済

ま
せ
、
お
い
し
い
饅
頭
を
お
土

産
に
頂
き
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
大
変
喜
ん
で
、
ま
た
来

年
も
饅
頭
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

ね
と
約
束
し
ま
し
た
。

主
婦
会
の
皆
様
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。

（
馬
場
ヒ
ロ
子
）

ち
ょ
っ
と
一
息

セ
ル
フ
コ
ン
パ
ッ
シ
ョ
ン

人
と
話
し
た
後
で
、
思
い
悩

む
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

対
人
関
係
ス
ト
レ
ス
を
予
防

す
る
に
は
、
ま
ず
そ
の
時
に
感

じ
た
自
分
の
素
直
な
気
持
ち
を

受
け
と
め
ま
す
。

次
に
、
自
分
の
体
を
い
た
わ

り
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
深
呼
吸

を
し
ま
す
。
三
秒
で
深
く
息
を

吸
い
込
み
、
五
秒
で
ゆ
っ
く
り

と
息
を
吐
き
出
し
ま
す
。
最
後

に
、
大
切
な
人
が
同
じ
状
況
に

あ
る
と
き
に
か
け
る
言
葉
を
考

え
ま
す
。

自
分
を
責
め
る
と
、
人
の
脳

は
他
者
に
攻
撃
さ
れ
た
と
き
と

同
様
の
ス
ト
レ
ス
反
応
を
示
し

ま
す
。
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
、
自

分
を
い
た
わ
り
、
優
し
い
言
葉

を
か
け
ま
す
。
こ
う
し
た
方
が

人
へ
の
思
い
や
り
が
深
く
な
り
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
向
上
す
る

こ
と
が
科
学
的
に
実
証
さ
れ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
試
し
て
み
て
く

だ
さ
い
！

▲宇佐神宮にて

▲元乃隅神社にて

▲完成した饅頭と主婦会の皆様

▲釣り大会後の集合写真

▲収穫中の様子

▲指方ご夫妻
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
費
用
を
助
成
‼
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長
建
国
保
に
扶
養
家
族
（
被

保
険
者
）
と
し
て
加
入
す
る
た

め
の
資
格
要
件
は
、
組
合
員
の

世
帯
に
属
す
る
ご
家
族
の
生
計

が
当
該
組
合
員
の
収
入
に
よ
り

維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
原
則

で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
資
格

取
得
時
や
年
に
一
度
の
保
険
証

の
更
新
の
際
、
ご
家
族
の
現
況
、

並
び
に
収
入
の
有
無
等
に
つ
き

ま
し
て
証
明
書
類
に
よ
り
資
格

の
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
毎
年
三
月

の
保
険
証
の
更
新
の
際
、
現
況

無
収
入
と
し
て
ご
申
告
い
た
だ

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
定
以

上
の
収
入
が
あ
る
こ
と
が
判
明

し
た
ケ
ー
ス
や
、
証
明
書
類
の

提
出
を
お
約
束
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
履
行
い
た
だ
け
な
い

ケ
ー
ス
が
一
部
に
見
受
け
ら
れ

る
な
ど
、
扶
養
家
族
の
資
格
認

定
に
支
障
等
が
生
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
が
あ
り
ま

す
の
で
、
適
正
な
資
格
認
定
を

実
施
す
る
に
あ
た
り
、
保
険
証

の
更
新
の
際
に
は
、ご
家
族（
高

校
生
以
下
の
方
は
除
く
）
に
係

る
所
定
の
証
明
書
類
を
必
ず
ご

提
出
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。尚

、
更
新
時
に
所
定
の
証
明

書
類
を
提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、

ご
家
族
の
現
況
確
認
等
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
保
険
証
の
更
新
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ

い
。
組
合
員
世
帯
の
皆
様
に
は

被
保
険
者
の
資
格
の
確
認
に
際

し
ご
理
解
並
び
に
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
保
険
証
の
更
新
の
際
に
は
、

ご
家
族
（
高
校
生
以
下
の
方
を

除
く
）
に
係
る
次
の
い
ず
れ
か

の
書
類
を
お
持
ち
下
さ
い
。

○
確
定
申
告
書
の
写
し

○
給
与
所
得
源
泉
徴
収
票
の
写

し
（
給
与
所
得
及
び
年
金
受

給
者
の
方
は
、
給
与
所
得
源

泉
徴
収
票
及
び
公
的
年
金
等

の
源
泉
徴
収
票
の
写
し
）

○
勤
務
先
の
賃
金
支
払
（
見

込
）
証
明
書

○
組
合
員
の
所
得
控
除
（「
配

偶
者
控
除
」「
扶
養
控
除
」）

を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
当

該
組
合
員
の
確
定
申
告
書
の

写
し

○
民
生
委
員
に
よ
る
確
認
書

（
組
合
員
の
申
立
事
項
に
対

す
る
事
実
確
認
）

○
在
学
証
明
書
、
又
は
学
生
証

の
写
し
（
来
春
大
学
等
に
入

学
さ
れ
る
場
合
は
、
合
格
通

知
書
な
ど
確
認
で
き
る
も
の

を
ご
持
参
の
上
、
入
学
後
に

在
学
証
明
書
を
提
出
し
て
下

さ
い
。）

○
施
設
等
の
在
所
証
明
書

※
年
間
収
入
（
給
与
や
年
金

等
）
が
百
三
〇
万
円
（
六
〇

歳
以
上
は
百
八
〇
万
円
）
以

上
あ
る
（
又
は
見
込
ま
れ

る
）
場
合
は
、
扶
養
認
定
が

で
き
ま
せ
ん
。

※
証
明
書
記
載
内
容
等
に
よ
っ

て
は
加
入
要
件
に
該
当
し
な

い
た
め
、
扶
養
認
定
が
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
確
定
申
告
を
税
理
士
等
に
依

頼
さ
れ
て
い
る
皆
様
に
は
、

更
新
用
と
し
て
申
告
書
の
写

し
を
お
手
元
に
ご
用
意
い
た

だ
く
等
の
予
め
の
ご
準
備
を

お
願
い
致
し
ま
す
。
更
新
時

ま
で
に
準
備
で
き
な
い
場
合

は
組
合
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

※
申
告
の
際
、
年
金
所
得
〇
円

等
の
理
由
に
よ
り
公
的
年
金

等
の
源
泉
徴
収
票
の
添
付
が

不
要
と
な
ら
れ
た
皆
様
も
、

保
険
証
の
更
新
の
際
に
は
必

要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
紛
失
し
な
い
よ
う
大
切

に
保
管
し
て
下
さ
い
。

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
別

途
ご
案
内
予
定
の
案
内
書
に

て
お
知
ら
せ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

長
建
国
保
で
は
加
入
し
て
い

る
被
保
険
者（
組
合
員
、家
族
）

全
員
を
対
象
に
、
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

係
る
費
用
の
補
助
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

補
助
の
申
請
に
つ
い
て

《
補
助
の
対
象
者
》

長
建
国
保
加
入
の
被
保
険
者

組
合
員
及
び
家
族

《
補
助
の
対
象
》

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及

び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
（
以
下
予
防
接
種

と
い
う
）
に
係
る
自
己
負
担
の

費
用
が
一
回
に
つ
き
、
一
、五

〇
〇
円
を
超
え
た
場
合
、
一
、

五
〇
〇
円
を
超
え
た
額
を
補
助

い
た
し
ま
す
。

《
補
助
の
申
請
》

当
該
組
合
員
が
所
属
す
る
長

崎
県
建
設
産
業
労
働
組
合
の
支

部
窓
口
で
被
保
険
者
証
を
提
示

し
、
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）

に
予
防
接
種
の
領
収
書
等
を
添

え
申
請
し
て
下
さ
い
。

《
補
助
申
請
の
期
間
》

補
助
の
申
請
は
予
防
接
種
を

受
け
た
日
の
属
す
る
月
の
末
日

か
ら
起
算
し
て
六
ヶ
月
以
内
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
接
種

後
早
め
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

（
例
）一
月
十
日
に
予
防
接
種
を

し
た
場
合
は
、
七
月
三
十
日
迄

に
申
請
が
必
要
で
す
。

《
申
請
に
必
要
な
も
の
》

①
被
保
険
者
証

②
予
防
接
種
の
費
用
と
分
か
る

領
収
書
及
び
明
細
書
等

③
印
鑑

《
補
助
の
交
付
》

補
助
金
の
交
付
は
、
申
請
に

問
題
が
な
け
れ
ば
受
付
時
に
支

部
窓
口
で
交
付
い
た
し
ま
す
。

（
申
請
時
に
交
付
）

《
補
助
対
象
期
間
》

今
年
度
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
接
種
の
助
成
対
象
期
間

は
、
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

迄
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

《補助例》
（例1）
インフルエンザの予防接種を1回接種し、4，000
円の接種費用を支払った場合。
4，000円（接種費用）－1，500円（控除額）＝2，500円（補助額）

（例2）
インフルエンザの予防接種を1回接種し、1，000
円の接種費用を支払った場合。
1，000円（接種費用）－1，500円（控除額）＝－500円

⇒0円（補助額）

※自治体の助成（小児及び高齢者等）により予防
接種の窓口負担（支払額）が1，500円未満であった
場合は、補助事業の対象となりませんのでご注意下
さい。

算定基礎届に伴う健康保険・厚生年金保険被保険者
標準報酬決定通知書写しの送付依頼について

法人事業所等における健康保険適用除外承認者につきまし
ては、貴事業所より提出されました適用除外承認証にて確認
し、その後の退職等の変動については、資格喪失届及び事業
所変更届にて処理していますが、一部の事業所においては既
に退職したにも関わらず未だ在職のまま適用除外承認者とし
て登録されている事業所も見受けられます。
当組合では、厚生労働省及び長崎県の指導により、事業所
内における適用除外承認者数の現状把握が義務付けられてい
るため、年に1度所轄の年金事務所が実施する「健康保険・
厚生年金保険被保険者報酬月額算定基礎届」（以下「算定基
礎届」という。）の提出時期に合わせて各事業所内の状況等
につきましてご報告をお願いしているところです。
貴事業所におかれては、本年7月に年金事務所に対して算
定基礎届を提出されたことと存じます。年金事務所では、提
出された算定基礎届に基づき新しい報酬月額を決定し、各事
業所宛に対して「健康保険・厚生年金保険被保険者標準報酬
月額決定通知書」（以下「決定通知書」という。）を送付しま
す。
つきましては、年金事務所より送付されます決定通知書、
及び8～9月に提出予定の「月額変更届」（該当者がある場
合のみ）の「健康保険・厚生年金保険被保険者標準報酬決定
通知書」の写しを当組合まで提出いただきますようお願い致
します。

事業所健診の健診結果をご提供下さい
組合では、加入者の医療費や介護費用の負担を抑えるため、特定健診
（メタボ健診）や人間ドックを実施しています。
特に特定健診については、受診者を増やすよう国の指導を受けており、
組合では様々な機会や広報を通じて受診勧奨に努めています。
つきましては、事業所（職場）健診を受診した方で、その健診結果の
写しを組合に提供いただくことで特定健診の受診者として健診受診率の
アップにつながります。
貴事業所におかれては、事業所健診を実施され、受診者の中に当組合
の加入者の方がおられましたら、その加入者の方に係る健診結果の写し
を組合にご提供いただきますようお願い致します。

■1．対象とする事業所健診
平成31年度（平成31年4月1日～令和2年3月31日）に実施
する健診。
※既に当該年度分の健診結果をご提供済の事業主様には何卒ご
容赦願います。

■2．対象者
1．の事業所健診を受診された方で当組合に加入している40
～74歳の方。

■3．健診結果の提供方法
対象者の方で、健診結果を提供いただける方がおられました
ら、同封しております質問票をお一人につき一枚を必ず添えて、
返信用封筒にてご郵送下さい。

本件は、法令等に基づき行っているため事業主が健診結果表を提供す
ることは法令違反ではありませんので念のため申し添えます。

長長
建建
国国
保保
だだ
よよ
りり

令
和
二
年
三
月
実
施

保
険
証
更
新
に
お
け
る
大
切
な
お
知
ら
せ

扶
養
認
定
に
は
証
明
書
類
が
必
要
で
す

事
業
主
の
皆
様
へ
お
願
い
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組
合
特
別
健
診
実
施
に
つ
い
て

特
定
健
康
診
査
で
は
、
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内

臓
脂
肪
症
候
群
）
の
有
病
者
・

予
備
軍
を
抽
出
す
る
た
め
の
検

査
が
項
目
と
し
て
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
組
合
で
は
、
そ
れ
以

外
の
独
自
の
検
査
項
目
と
し
て

特
定
健
康
診
査
時
に
「
胸
部
Ｘ

線
検
査
」
を
追
加
し
た
「
組
合

特
別
健
診
」
を
実
施
い
た
し
ま

す
。

1.

受
診
対
象
者

本
年
四
月
一
日
現
在
で
長
建

国
保
に
加
入
し
て
い
る
四
十
歳

以
上
の
方
（
同
日
現
在
の
加
入

者
で
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

に
四
十
歳
に
な
る
方
を
含
む
）

で
特
定
健
診
受
診
券
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
。

（
受
診
対
象
者
に
は
特
定
健
診

受
診
券
を
本
年
五
月
頃
に
送
付

予
定
で
す
。）

2.

受
診
料
（
受
診
者
の
個
人

負
担
額
）

受
診
料
の
個
人
負
担
額
は
〇

円
で
す
。

3.

申
込
方
法

実
施
医
療
機
関
に
直
接
電
話

予
約
を
行
い
ま
す
。
そ
の
際
は

「
長
建
国
保
の
、
特
定
健
診
に

胸
部
Ｘ
線
検
査
を
加
え
た
組
合

特
別
健
診
の
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。」と
一
言
添
え
て
下
さ
い
。

受
診
日
当
日
は
、『
特
定
健

康
診
査
受
診
券
』、『
質
問
票（
記

入
し
て
お
く
）』、『
保
険
証
』

を
忘
れ
ず
に
医
療
機
関
窓
口
へ

お
持
ち
下
さ
い
。

4.

実
施
期
間

本
年
四
月
一
日
か
ら
、
翌
年

三
月
末
ま
で
実
施
致
し
ま
す
。

5.

健
診
の
内
容

診
察
・
脂
質
・
肝
機
能
・

代
謝
系
・
尿

各
検
査

＋

胸
部
Ｘ
線
検
査

※
注
意
事
項

▼
受
診
日
当
日
、
受
診
券
又
は

保
険
証
の
い
ず
れ
か
を
忘
れ
て

し
ま
う
と
特
定
健
康
診
査
を
受

け
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

▼
受
診
券
受
領
後
に
、
長
建
国

保
の
資
格
を
喪
失
す
る
と
長
建

国
保
の
受
診
券
で
は
特
定
健
康

診
査
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま

せ
ん
の
で
、
資
格
喪
失
手
続
き

の
際
に
支
部
の
方
で
受
診
券
を

回
収
し
て
下
さ
い
。

消費税引上げに伴い、規定料金変更の施設がございます。また、規定料金未定の施設につきましては、後日、新聞でお知らせ致します。
※子供料金につきましては、各温泉施設までお問合せ下さい。

6．実施医療機関
095‐846‐1888

095‐871‐1515

095‐821‐1367

095‐857‐3000

095‐856‐1112

095‐861‐1477

095‐822‐3251

095‐821‐1214

095‐841‐9612

095‐848‐9171

095‐879‐0705

0956‐49‐3377

0957‐27‐2127

0957‐52‐2161

0950‐28‐1113

095‐822‐3151

0956‐33‐5335

長崎市小峰町

長崎市深堀町

長崎市大浦町

長崎市滑石

長崎市虹が丘町

長崎市富士見町

長崎市新地町

長崎市籠町

長崎市茂里町

長崎市花丘町

長崎市上戸町

佐世保市田原町

諫早市多良見町

大村市古賀島町

平戸市草積町

長崎市油屋町

佐世保市大和町

聖フランシスコ病院

長崎記念病院

大浦診療所

長崎北徳洲会病院

虹が丘病院

さとう内科医院
長崎みなとメディカルセンター
（旧長崎市立市民病院）
十善会病院

長崎原爆病院

花丘診療所

上戸町病院

久保内科病院

長崎原爆諫早病院

市立大村市民病院

平戸市民病院

ながさき内科・リウマチ科病院

佐世保中央病院

2019年10月1日
所在地
電話番号

長崎市曙町39‐38
095‐862‐5555

長崎市野母町692‐1
095‐893‐1133

長崎市岩見町451‐23
095‐833‐1126

長崎市伊王島町1丁目3277‐7
095‐898‐2202

西彼杵郡長与町岡郷2762‐1
095‐887‐4126

西彼杵郡長与町高田郷284
095‐856‐2631

西彼杵郡長与町高田郷2289‐2
095‐856‐2617
諫早市本野7‐1
0957‐25‐8822

大村市森園町663‐3
0957‐50‐1126

大村市田下町17‐3
0957‐47‐8245

雲仙市小浜町雲仙500‐1
0957‐73‐3273

雲仙市小浜町南本町10
0957‐74‐3141

諫早市飯盛町平古場279番地
0957‐28‐4141

東彼杵郡川棚町小串郷272
0956‐82‐2661

東彼杵郡川棚町小串郷237
0956‐82‐6868

佐世保市崎岡町853‐12
0956‐39‐4800

佐世保市南風崎町449
0956‐59‐3939

東彼杵郡波佐見町長野郷558‐3
0956‐76‐9008

平戸市田平町野田免210‐6
0950‐57‐1110

（※1）毎月26日「風呂の日」は規定料金が半額となり、補助券の使用は出来ません。

利用者負担
（自己負担）

500円
110円
500円
350円
400円
600円
1，250円
380円

※料金変更予定
300円
370円
330円

※料金変更予定
300円
360円
250円
30円
220円
300円
300円
500円
260円
300円
一律
300円

補助券の額
（温泉券利用）

▲300

▲300

▲300

▲300

▲300

▲300

▲300

▲300

▲300

▲300

▲300

▲300

▲300

▲300

▲300

▲300

▲300

▲300

▲300

▲300

▲300
▲300

（▲300円施設負担）

割引後の料金
（メンバーズカード）

800円

－

－

650円

700円

900円

－

－

600円

－

630円

600円

－

－

－

－

－

－

－

560円

－

－

規定料金

830円

410円

800円

750円

800円

1，000円

1，550円

680円

750円

670円

750円

700円

660円

550円

330円

520円

600円

600円

800円

700円

600円

900円

平日料金
休日料金

通常料金

平日

休日

温泉施設内
場所

ホテル側

しまかぜ

利用区分

大人

大人

大人

大人

大人

大人

大人

大人

大人

大人

大人
大人（高校生以上）
［7：30～16：30］

大人
［16：30～21：30］

大人

大人

大人

大人

大人

大人

大人

指定温泉名称
稲佐山温泉
アマンディ

野母崎炭酸温泉
Alega 軍艦島
ふくの湯

i+Land nagasaki
（旧）やすらぎ伊王島

長崎温泉
喜道庵

道の尾温泉

ゆりの温泉

天然温泉＆ホットヨガ
諫早もとの湯
サンスパ

おおむら ゆの華
龍神温泉
かやぜの湯

青雲荘

望洋荘

いいもり月の丘

国民宿舎 くじゃく荘
川棚大崎温泉
しおさいの湯
ザ・パラダイス

ガーデン サセボ（※1）
ホテルローレライ
ばってんの湯（※1）

はさみ温泉
湯治楼

平戸たびら温泉
サムソンホテル

消費税
10％

長
崎
・
西
彼
地
区

県
央
地
区

県
北
地
区

長崎県建設事業国民健康保険組合指定温泉一覧表

■指定温泉施設の入浴料割引及び補助制度
長建国保では、組合員及び家族の健康の保持増進を図るため「指定温泉利用料金の割引及び補助制度」を実施しています。ぜひご利用ください。
■利用料金の割引
指定温泉と契約し、規定料金より安い料金で利用できます。
■利用料金の補助（小人料金には、割引はありません。）
補助券により、割引料金より更に安い料金で利用できます。
規定料金－メンバーズカード割引＝割引後の料金
割引後の料金－補助券（300円）＝利用者負担金
・長建国保加入組合員（年間20枚） 組合のみ加入（年間6枚）
※詳細については各支部事務所へお問い合せ下さい。

メンバーズカー
ド 補助券

保険証の番号・氏名
の記入が必要です。

（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第652号 6�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2019年（令和元年）10月15日発行


